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帝
京
大
学
医
学

部
付
属
病
院
の
発

表
に
よ
る
と
、
２

０
０
９
年
８
月
か

ら
10
年
９
月
ま
で

に
、
帝
京
大
病
院
に
お
い
て

「
多
剤
耐
性
菌
ア
シ
ネ
ト
バ
ク

タ
ー
バ
ウ
マ
ニ
」
を
46
例
検
出

し
た
。
こ
の
う
ち
27
例
が
死
亡

し
、
同
菌
と
の
関
連
を
否
定
で

き
な
い
の
が
９
例
だ
と
い
う
。

こ
の
９
例
は
53
〜
89
歳
の
男
女

で
、「
急
性
大
動
脈
解
離
」「
急

性
骨
髄
性
白
血
病
」「
慢
性
腎

不
全
」「
消
化
管
穿
孔
」「
糖
尿

病
」「
骨
髄
異
形
成
症
候
群
」

「
多
発
性
筋
炎
」
な
ど
の
疾
患

を
抱
え
て
い
た
▼
帝
京
大
病
院

か
ら
の
報
告
を
受
け
、
９
月
６

日
に
厚
労
省
と
東
京
都
が
同
病

院
へ
の
立
ち
入
り
検
査
を
実
施

し
た
。
厚
労
省
へ
の
報
告
が
遅

れ
た
こ
と
が
咎
め
ら
れ
、
警
視

庁
は
業
務
上
過
失
致
死
も
考
慮

す
る
と
し
た
。
長
妻
厚
労
相
は

９
月
７
日
、
感
染
症
法
上
の
届

け
出
対
象
に
こ
の
菌
を
含
め
る

な
ど
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強

化
す
る
方
針
を
示
し
た
▼
厚
労

省
に
よ
る
と
、
こ
の
菌
は
元
来

は
自
然
環
境
中
や
住
環
境
中
に

し
ば
し
ば
検
出
さ
れ
る
が
、
健

常
者
に
は
通
常
は
無
害
な
細
菌

で
あ
る
。
近
年
、
各
種
の
抗
菌

薬
に
耐
性
を
獲
得
し
た
多
剤
耐

性
株
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
頻
度
は
、
08
年
で

０
・
24
％
、
09
年
で
０
・
19
％

で
あ
る
。
こ
の
菌
は
、
癌
末
期

や
糖
尿
病
な
ど
で
感
染
防
御
能

力
が
低
下
す
る
と
肺
炎
や
敗
血

症
な
ど
の
起
因
菌
と
な
り
え

る
。
欧
米
で
は
、
人
工
呼
吸
器

関
連
の
肺
炎
の
起
因
菌
と
し
て

10
年
く
ら
い
前
か
ら
警
戒
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
▼
感
染
に
対

し
て
は
万
全
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
刑

事
罰
ま
で
考
慮
す
る
の
は
、
04

年
の
福
島
県
大
野
病
院
事
件
と

同
じ
く
行
き
過
ぎ
だ
と
思
う
。

医
師
は
、
神
様
で
は
な
い（
海
）

６面

２面

坂井秀至新碁聖インタビュー ３面

「新高齢者医療制度」解説③

て
実
施
し
た
も

の
。
調
査
結
果
で

は
、
厳
し
い
社
会

・
経
済
状
況
が
患

者
の
医
療
機
関
受

診
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

「
経
済
的
理
由

に
よ
る
治
療
の
中

断
・
中
止
」
は
37

％
が
あ
る
と
回
答
し
た
（
図
）。

特
に
歯
科
診
療
所
で
は
48
％
に

及
ん
だ
。
病
名
で
は
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
喘

息
、
歯
周
病
、
補
綴
、
虫
歯
な

ど
が
目
立
っ
た
。

　

「
医
療
費
負
担
を
理
由
に
検

査
や
治
療
、
投
薬
を
断
ら
れ

た
」
は
47
％
だ
っ
た
。
医
科
診

療
所
で
は
51
％
と
な
っ
た
。
内

容
は
、
採
血
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

投
薬
、
糖
尿
病
の
検
査
、
Ｃ

Ｔ
、
歯
周
病
検
査
な
ど
が
多
か

っ
た
。

　

ま
た
、
49
％
が
「
患
者
一
部

負
担
金
の
未
収
金
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
。

　

全
国
の
調
査
結
果
は
保
団
連

が
集
計
し
、
近
く
発
表
す
る
予

定
。 

（
次
号
に
詳
報
予
定
）

マ
ス
コ
ミ

５
紙
が
報
道

　

協
会
は
９
月
15
日
、
受
診
抑

制
実
態
調
査
結
果
を
マ
ス
コ
ミ

各
社
に
発
表
。
読
売
、
朝
日
、

毎
日
、
神
戸
、
赤
旗
の
５
紙
が

掲
載
し
た
。

　

記
者
レ
ク
チ
ャ
ー
に
は
、
池

内
春
樹
理
事
長
、
加
藤
擁
一
副

理
事
長
・
政
策
部
長
、
武
村
義

人
副
理
事
長
と
、
森
下
順
彦
、

池
本
恒
彦
、
西
原
弘
道
、
川
西

敏
雄
各
理
事
ら
が
出
席
し
、
医

療
現
場
の
実
態
を
記
者
ら
に
説

明
し
た
。

　

協
会
は
、「
非
正
規
雇
用
や

リ
ス
ト
ラ
で
社
保
を
追
い
出
さ

れ
た
人
た
ち
は
、
や
む
な
く
国

保
に
入
る
。
高
い
国
保
料
を
払

え
ず
滞
納
し
た
人
が
無
保
険
者

に
な
り
、
医
者
に
か
か
れ
な
く

な
っ
て
い
る
」（
池
内
）「
高
い

保
険
料
を
払
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
３
割
も
の
窓
口
負
担
ま
で

払
わ
さ
れ
る
の
か
」（
武
村
）

と
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
充
実

や
窓
口
負
担
の
大
幅
な
軽
減
を

実
現
す
る
世
論
を
広
げ
た
い
と

訴
え
た
。

保険診療のてびき
認知症の基礎知識

研
面
究

協会ウェブサイトが
 リニューアル!!

http://www.hhk.jp/
または、「兵庫県保険医協会」で検索

　

同
調
査
は
、
受
診
抑
制
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保

団
連
）
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え

マスコミ各社に池内理事長（右
２人目）らが調査結果を報告し
た（９月15日、協会会議室）

この半年間に、主に患者の経済的
理由から、治療を中断または中止
する事例があったか

あった
37％

なかった
33％

わからない
30％

経
済
苦
の
治
療
中
断
37
％

高
い
国
保
料
・
窓
口
負
担
な
ど
背
景
に

医療と健康、ラジオで発信医療と健康、ラジオで発信
「ラジオ関西」に協会会員らが出演「ラジオ関西」に協会会員らが出演
10月から毎週土曜･朝８時45分頃10月から毎週土曜･朝８時45分頃

　

「
治
療
を
中
断
し
て
２
、
３
カ
月

し
て
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
再
来
院

す
る
」「
採
血
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

心
電
図
な
ど
を
拒
否
す
る
」「
虫
歯

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
『
痛
い
と
こ

ろ
だ
け
治
し
て
く
れ
』
と
言
わ
れ

た
」―

―

。
協
会
が
実
施
し
た
受
診

抑
制
実
態
調
査
で
、
経
済
的
理
由
で

満
足
に
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者

の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
調

査
は
７
月
28
日
か
ら
８
月
24
日
ま
で

会
員
医
療
機
関
５
２
０
８
件
を
対
象

に
実
施
し
、
８
３
９
件
（
病
院
60

件
、
医
科
診
療
所
６
０
５
件
、
歯
科

診
療
所
１
７
２
件
、
不
明
２
件
）
か

ら
回
答
を
得
た
（
回
収
率
16
％
）。

番組収録後の（左から）井尻・川西両先生と
寺谷アナウンサー（ラジオ関西スタジオにて）

　

ラ
ジ
オ
関
西
番
組
「
寺
谷
一
紀
の
ま
い
ど
！
ま
い
ど
！
」

で
、
協
会
が
出
演
す
る
コ
ー
ナ
ー「
医
療
知
ろ
う
！
」
が
10

月
か
ら
始
ま
る
。
医
療
や
健
康
、
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら
が
わ
か
り
や
す
く
話
し
、
リ
ス
ナ

ー
か
ら
の
質
問
・
意
見
に
も
回
答
す
る
。
番
組
は
土
曜
の
朝

８
時
か
ら
９
時
50
分
、
コ
ー
ナ
ー
は
８
時
45
分
か
ら
10
分
ほ

ど
で
、
期
間
は
10
月
２
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
全
13
回
。

　

協
会
は
今
年
１
月
か
ら
３
月

に
も
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
寺
谷

一
紀
と
！　

い
・
し
ょ
く
・
じ

ゅ
う
」
内
に
同
コ
ー
ナ
ー
で
出

演
し
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
も
「
医

療
の
現
状
や
知
識
を
教
え
て
も

ら
え
あ
り
が
た
い
」
と
好
評
を

得
た
。
今
回
、
協
会
の
秋
の
大

型
宣
伝
の
一
つ
と
し
て
前
回
よ

り
多
彩
な
テ
ー
マ
を
扱
い
、
市

民
に
健
康
や
医
療
・
社
会
保
障

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

　

初
回
の
10
月
２
日
は
、「
健

康
長
寿
を
達
成
す
る
た
め
の
歯

は
、
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
１
〜

３
月
放
送
分
も
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

　

ラ
ジ
オ
出
演
の
チ
ラ
シ
・
ポ

ス
タ
ー
は
、
協
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
患
者
負
担
軽
減
署
名
や

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
な
ど

と
同
封
で
10
月
初
旬
頃
に
会
員

医
療
機
関
へ
送
付
す
る
。
あ
わ

せ
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

の
大
切
さ
」
を

テ
ー
マ
に
神
戸

常
盤
大
学
教
授

の
足
立
了
平
先

生
が
出
演
す

る
。
以
降
も

「
介
護
保
険
問

題
」「
日
本
の

ワ
ク
チ
ン
行

政
」「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科

医
療
」「
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

　

毎
回
の
内
容

２日：健康長寿を達成するための歯の大切さ
９日：保険でより良い歯科医療を
16日：睡眠時無呼吸症候群
23日：大気汚染と健康被害
30日：高すぎる日本の窓口負担

「医療知ろう！」10月のテーマ「医療知ろう！」10月のテーマ

ー
プ
保
険
な
ど
の
加
入
を
き

っ
か
け
に
入
会
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
先
生

方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
面
に
共
済
制
度
広
告
、

本
紙
に
チ
ラ
シ
同
封
）

者
署
名
、
国
会
要
請
行
動
、

景
品
付
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
、
ラ

ジ
オ
関
西
の
番
組
内
で
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
共
済
制
度
加
入
、

保
険
請
求
、
指
導
・
減
点
相

員
を
目
指
し
て

い
ま
す
（
９
月

21
日
現
在
６
９

２
５
人
）。
医

療
を
守
る
運
動

を
力
強
く
す
す

め
て
い
る
保
険

医
協
会
へ
の
ご

入
会
を
、
多
く

の
先
生
方
に
お

願
い
し
て
い
ま

す
。

　

会
員
の
先
生

に
は
、
お
知
り

合
い
の
医
科
・

歯
科
開
業
医
、

勤
務
医
の
先
生

へ
ぜ
ひ
入
会
を

お
す
す
め
く
だ

さ
い
。
会
員
の

ご
子
弟
が
グ
ル

　

保
険
医
協
会

は
、
昨
年
の
総

選
挙
で
国
民
が

託
し
た
願
い
を

実
現
す
る
運
動

を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
秋
以
降

も
、
医
療
の
充

実
・
向
上
を
め

ざ
し
、
患
者
の

窓
口
負
担
軽

減
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の

廃
止
、
国
保
料

引
き
下
げ
運
動

な
ど
、
社
会
保

障
充
実
を
求
め

る
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。

　

具
体
的
に

は
、
会
員
・
患

談
、
雇
用
な
ど
、
会
員
の
身

近
な
要
求
に
応
え
る
活
動
も

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

協
会
は
、
10
〜
11
月
の

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に

お
い
て
、
６
９
７
０
人
の
会

　

今
春
の
診
療
報
酬
の
実
質

ゼ
ロ
改
定
に
続
き
、
事
業
税

非
課
税
の
廃
止
、
４
段
階
税

制
の
廃
止
な
ど
の
動
き
も
あ

り
、
医
療
機
関
を
取
り
巻
く

状
況
は
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。

会員拡大にご協力を会員拡大にご協力を
組織部長　池本恒彦組織部長　池本恒彦

秋の組織強化月間秋の組織強化月間 10～11月10～11月

受診抑制受診抑制
実態調査実態調査
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◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

①
厚
労
省
の
11
年
度

予
算
概
算
要
求
が
明
ら
か
に
。

医
師
不
足
の
病
院
に
医
師
を
派

遣
す
る
「
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
創
設
や
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
助
成
な
ど
新
規
事
業

を
盛
り
込
ん
だ
。
経
産
省
は
新

成
長
戦
略
の
実
現
に
向
け
て
医

療
関
連
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
規

制
緩
和
、
産
業
創
出
、
医
療
の

情
報
化
・
国
際
化
な
ど
の
施
策

を
掲
げ
て
い
る
。
②
11
年
度
税

制
改
正
に
向
け
た
議
論
が
本
格

化
。
経
産
省
が
法
人
税
に
つ
い

て
下
げ
幅
を
は
じ
め
て
明
記
し

て
５
％
の
引
き
下
げ
を
要
求
し

た
ほ
か
、
厚
労
省
は
医
療
機
関

の
事
業
税
非
課
税
措
置
存
続

や
、
消
費
税
「
損
税
解
消
」
に

向
け
て
は
保
険
診
療
に
も
消
費

税
を
課
税
し
た
上
で
税
額
分
を

還
付
す
る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
予
算

編
成
お
よ
び
税
制
改
正
に
向
け

た
要
望
書
」
の
会
員
署
名
を
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
会
員
に
呼
び
か
け

る
、
②
新
患
者
署
名
「
患
者
・

利
用
者
負
担
を
大
幅
に
軽
減

し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
医
療
・
介
護
の
実
現
を

求
め
ま
す
」
に
取
り
組
む
。

◇
審
査
対
策
部　

「
指
導
監
査

に
犯
罪
捜
査
の
プ
ロ
を
活
用
す

る
」
案
が
厚
労
省
内
の
政
策
コ

ン
テ
ス
ト
で
１
次
選
考
を
通
過

し
た
問
題
で
抗
議
声
明
を
発

表
。

◇
共
済
部　

保
険
医
年
金
09
年

度
配
当
率
は
１
・
２
７
２
％
に

確
定
。

◇
社
保
協　

兵
庫
県
社
保
協
10

年
度
会
費
を
執
行
す
る
。

◇
総
務
部　

段
林
事
務
局
次
長

の
勤
続
20
年
を
理
事
会
と
し
て

表
彰
。
池
内
理
事
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
の
目
録
を
贈
呈
し

た
。

 

（
９
月
11
日
理
事
会
よ
り
）

会
議
が
進
め
ら
れ
た
。
分
科

会
で
は
、
日
本
の
代
表
か
ら

原
爆
症
認
定
問
題
が
提
案
さ

れ
、
裁
判
の
経
過
報
告
、
争

点
、
認
定
後
の
行
政
の
対
応

の
遅
延
な
ど
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
被
爆
国
日
本
の
姿
を

　

今
年
５
月
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再

検
討
会
議
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

か
ら
30
日
に
ス
イ
ス
の
バ
ー

ゼ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
は
、
唯
一
の
核
被
爆

国
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本

の
医
師
・
医
学
者
の
発
言
は

大
変
重
く
、
積
極
的
に
議
論

に
参
加
し
て
、
核
廃
絶
の
具

体
化
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

れ
わ
れ
日
本
の
医
師
・
医
学

者
は
、
今
回
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

世
界
大
会
で
重
要
な
役
割
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
に
あ
っ
た
。

　

世
界
大
会
で
は
、
全
体
会

議
・
分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
分
か
れ
て

素
直
に
伝
え
る
内
容
で
あ

り
、
被
爆
者
を
診
療
し
続
け

た
医
師
の
記
録
は
、
訪
れ
た

諸
外
国
の
医
師
の
胸
を
打
つ

も
の
で
あ
っ
た
。

　

核
兵
器
保
有
国
、
特
に
米

国
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
具
体

的
取
り
組
み
に
反
対
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
人
類

滅
亡
の
危
険
な
綱
渡
り
の
選

択
で
あ
り
、
悪
循
環
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。

　

次
の
第
20
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

世
界
大
会
は
、
広
島
で
行
わ

れ
る
。
こ
の
重
要
な
大
会

で
、
日
本
の
医
師
・
医
学
者

は
「
核
兵
器
廃
絶
」
の
た
め

の
明
確
な
役
割
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
り

で
も
多
く
の
医
師
の
参
加
を

期
待
す
る
。

開
か
れ
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
が
確
認
さ
れ

た
。
核
保
有
国
が
核
兵
器
を

廃
絶
す
る
た
め
の
「
明
確
な

約
束
」
が
う
た
わ
れ
、
中
東

地
域
非
核
化
の
２
０
１
２
年

会
議
の
招
集
が
決
ま
る
な
ど

大
き
な
前
進
が
み
ら
れ
た
。

世
界
の
反
核
運
動
と
核
兵
器

廃
絶
の
国
際
世
論
が
、
核
兵

器
全
面
禁
止
の
た
め
の
交
渉

を
推
し
進
め
た
形
と
な
っ

た
。

　

第
19
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）

世
界
大
会
は
、
こ
う
し
た
情

勢
を
ふ
ま
え
て
、
８
月
25
日

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
日
本
政

府
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で

何
ら
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発

揮
す
る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ

カ
の
「
核
の
傘
」
を
容
認
す

る
立
場
で
の
対
応
に
終
始
し

て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
わ

期
待
高
ま
る
、日
本
の

医
師
・
医
学
者
の
役
割

　

第
１
の
問
題
は
、
対
象
者
の

拡
大
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
制
度
は
、
75
歳
以

上
だ
け
で
な
く
、
65
歳
以
上
を

前
期
高
齢
者
と
し
て
財
政
調
整

す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。

老
人
保
健
法
は
75
歳
以
上
だ
け

を
対
象
に
し
て
お
り
、
65
歳
以

上
74
歳
以
下
は
、
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
老
健
法

に
戻
せ
ば
、
退
職
者
医
療
制
度

問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
前
期

高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費
負
担

が
国
民
健
康
保
険
に
す
べ
て
負

わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

も
と
も
と
老
健
法

は
、
70
歳
以
上
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
財

界
の
要
請
で
75
歳
以

上
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
こ

れ
を
65
歳
以
上
に
拡

大
し
、
老
齢
年
金
支

給
の
対
象
時
期
と
重

ね
て
一
貫
し
た
社
会

保
障
制
度
と
す
る
こ

と
が
合
理
的
で
あ

75歳以上の高齢者医療給付費の財源構成　11.7兆円

65歳以上の高齢者医療給付費の財源構成　17兆円

高齢者の保険料(後期）1.2兆円

被用者保険
7.2兆円

公費5.5兆円

市町村国保
3.1兆円

高齢者の保険料（後期）
1.2兆円

市町村国保
1.3兆円

被用者保険
3.7兆円

公費5.5兆円

る
。

　

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
は
、

65
歳
以
上
に
つ
い
て
は
検
討
課

題
と
し
て
、
前
期
高
齢
者
を
ど

の
よ
う
に
扱
う
か
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
仮
に
65
歳
以
上
に

拡
大
す
る
と
し
て
も
「
中
間
と

り
ま
と
め
」
は
、
そ
の
財
源
と

し
て
、
公
費
負
担
の
な
い
財
政

調
整
だ
け
の
財
源
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る

（
図
）。
つ
ま
り
、
前
期
高
齢

者
を
新
制
度
の
対
象
に
加
え
て

も
「
国
庫
負
担
は
出
し
ま
せ
ん

「中間とりまとめ」の財源シミュレーション

よ
、
す
べ
て
保
険
者
の
財
政
調

整
で
ま
か
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
点
で

も
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
は
、

後
期
高
齢
制
度
を
継
承
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

　

第
２
の
問
題
は
、
財
源
問
題

で
あ
る
。
新
高
齢
者
医
療
制
度

は
国
庫
負
担
を
ど
の
よ
う
に
増

や
す
か
を
焦
点
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
中
間

と
り
ま
と
め
」
は
、
後
期
高
齢

制
度
で
の
実
績
を
前
提
に
、
後

期
高
齢
を
超
え
る
国
庫
負
担
を

ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
い
。

　

後
期
高
齢
制
度
医
療
費
の
２

０
０
８
年
度
医
療
費
総
額
は
11

兆
３
８
０
０
億
円
。
こ
の
う
ち

国
庫
負
担
は
、
わ
ず
か
３
兆
２

５
０
０
億
円
で
、
負
担
率
は
３

割
を
切
る
低
水
準
で
あ
る
。
国

庫
負
担
率
を
こ
の
ま
ま
に
し

て
、
ど
の
よ
う
な
新
制
度
に
移

行
し
て
も
、
単
に
見
か
け
を
変

え
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

老
健
法
に
戻
す
と
と
も
に
、

国
家
責
任
と
し
て
国
庫
負
担
率

の
抜
本
的
な
改
善
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば

全
国
の
自
治
体
負
担
は
大
幅
に

軽
減
で
き
、
ま
た
社
会
保
険
か

ら
の
拠
出
金
も
一
定
程
度
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

高
齢
者
の
保
険
料
負
担
に
つ

い
て
は
、
国
保
保
険
料
が
基
本

に
な
る
が
、
現
行
の
保
険
料
よ

り
も
低
額
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
後
期
高
齢
制

度
で
勝
ち
取
っ
た
減
額
措
置
を

国
の
責
任
で
拡
充
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

老
人
保
健
法
は
、
後
期
高
齢

制
度
と
違
い
、
基
本
的
に
加
入

者
を
年
齢
で
差
別
す
る
構
造
で

は
な
い
た
め
、
改
善
す
れ
ば
良

い
制
度
に
な
り
う
る
。
わ
れ
わ

れ
が
求
め
て
い
る
の
は
、
改
悪

さ
れ
た
老
人
保
健
法
で
は
な
く
、

国
庫
負
担
増
を
伴
う
新
し
い
、

良
い
老
人
保
健
制
度
で
あ
る
。
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し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て

は
、「
年
間
顧
問
契
約
を
交

わ
し
て
い
る
」
が
72
・
５

％
、「
申
告
、
年
末
調
整
だ

け
依
頼
」
が
14
・
３
％
で
、

86
・
８
％
が
何
ら
か
の
形
で

税
理
士
を
利
用
し
て
い
る

が
、「
依
頼
し
て
い
な
い
」

も
12
・
１
％
あ
っ
た
。

　

税
務
調
査
は
「
あ
っ
た
」

が
12
・
１
％
と
前
回
調
査
の

14
・
１
％
か
ら
減
少
し
て
い

る（
図
４
）。
あ
っ
た
場
合
、

「
申
告
が
是
認
さ
れ
た
」は
９

・
１
％
に
と
ど
ま
る
一
方
、

「
修
正
申
告
さ
せ
ら
れ
た
」

は
90
・
９
％
に
上
っ
た
。

・
８
％
と
半
分
程
度
（
図

１
）。
一
方
、「
医
業
経
費
」

は
「
増
え
た
」
が
34
・
１
％

と
３
割
を
越
え
た
の
に
対

し
、「
減
っ
た
」
は
14
・
３
％

に
と
ど
ま
っ
た
（
図
２
）。

医
療
機
関
の
経
営
の
中
で
、

収
入
が
減
少
し
、
経
費
が
増

加
す
る
と
い
う
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

　

申
告
の
形
態
は
「
青
色
実

額
」
が
35
・
２
％
で
最
も
多

く
、「
一
人
医
療
法
人
」
23

・
１
％
、「
青
色
４
段
階
」

16
・
５
％
と
続
い
て
い
る

（
図
３
）。

　

「
税
務
は
税
理
士
に
依
頼

　

「
医
業
収
入
」
に
つ
い
て

は
「
減
っ
た
」
が
42
・
９
％

に
対
し
、「
増
え
た
」
は
19

勤
務
医
募
集

◇
勤
務
地　

明
石
市
内

◇
条　

件　

外
科
系
の
常

勤
ま
た
は
非
常
勤
。
委
細

面
談
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
事
務
局
・
石
本
ま
で

図
２　

医
業
経
費

図
３　

確
定
申
告
の
形
態

図
１　

医
業
収
入

収
入
減
少
、経
費
増
加
に

　
　
　
　
　
　

歯
止
め
か
か
ら
ず

会
員
意
見
実
態
調
査
⑤　

税
務
・
経
営

国
庫
負
担
改
善
で

良
い
老
健
制
度
に

65
歳
以
上
に

対
象
拡
大
を

　

協
会
・
保
団
連
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
老

人
保
健
法
に
戻
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
単
純
に

後
期
高
齢
制
度
以
前
に
戻
す
だ
け
で
は
、
医
療
は
よ
く
な
ら

な
い
。
老
人
保
健
法
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

老
人
保
健
法
に

戻
し
て
拡
充
を

新高齢者制度
解 説 ③

核兵器廃絶
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気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

森
下　

関
西
棋
院
か
ら
29
年

ぶ
り
の
タ
イ
ト
ル
獲
得
で
、
し

か
も
三
田
市
出
身
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
坂
井
プ
ロ
が
ま
だ

小
さ
い
と
き
か
ら
存
じ
て
お
り

ま
し
た
が
、
な
ん
だ
か
、
は
る

か
彼
方
の
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

碁
聖　

い
え
い
え
、
と
ん
で

も
な
い
で
す（
笑
）。

　

坂
井
孝
至
先
生
（
以
下
、
坂

井
）　

お
お
げ
さ
で
す
よ
。
で

も
、
夫
婦
で
子
ど
も
に
囲
碁
を

教
え
た
こ
と
を
後
悔
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
タ
イ
ト
ル

を
と
る
こ
と
も
で
き
、
今
は
よ

か
っ
た
か
と
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。京

大
病
院
辞
め

28
歳
で
プ
ロ
に

　

森
下　

坂
井
プ
ロ
は
京
都
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
医
師
免
許

を
と
ら
れ
、
研
修
医
と
し
て
京

大
病
院
へ
の
就
職
も
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
プ
ロ
棋
士

の
道
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

　

碁
聖　

も
と
も
と
囲
碁
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
小
学

校
１
年
生
の
と
き
に
父
が
入
門

か
ら
手
ほ
ど
き
し
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
囲
碁
を
始
め
て
か
ら

は
、
小
学
生
名
人
を
目
標
に
、

ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　

坂
井　

私
が
自
宅
に
プ
ロ
棋

士
を
招
き
囲
碁
を
習
っ
て
い
る

様
子
を
横
で
見
て
い
る
息
子
を

見
て
、
教
え
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
１
年
く

ら
い
で
私
を
越
え
ま
し
た
ね
。

小
学
５
年
生
の
時
に
は
大
人
の

大
会
で
兵
庫
県
本
因
坊
と
な

り
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藤
沢
秀

行
先
生
の
プ
ロ
棋
士
研
究
会
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

森
下　

小
さ
い
頃
は
、
ま
だ

プ
ロ
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

　

碁
聖　

プ
ロ
へ
の
意
欲
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
父
の
あ

と
を
継
い
で
産
婦
人
科
医
に
な

ろ
う
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
ず
っ
と
踏
ん
切
り
が
つ
か

な
い
ま
ま
で
い
ま
し
た
。

　

坂
井　

プ
ロ
に
な
る
人
の
多

く
は
高
校
や
大
学
に
進
学
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
い
く
ら
小
学

生
の
と
き
に
強
く
て
も
、
そ
の

先
伸
び
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
決
心
が
つ
か
な
い
ま

ま
、
勉
強
と
囲
碁
の
両
方
を
続

け
た
格
好
で
す
。

　

碁
聖　

プ
ロ
入
り
を
強
く
意

識
し
始
め
た
の
は
、
京
大
の
学

生
時
代
の
終
わ
り
頃
に
棋
力
が

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
く
手
応
え

を
感
じ
た
時
で
し
た
。
卒
業

後
、
京
大
病
院
で
の
研
修
も
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
活

動
と
医
業
の
両
立
が
と
て
も
で

き
そ
う
に
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
で
も
、
囲
碁
へ
の
思

い
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
。
家
族
に
も
相
談
し
た
と
こ

ろ
、「
挑
戦
し
て
み
た
ら
」
と

の
後
押
し
を
も
ら
い
、
プ
ロ
と

し
て
専
念
し
て
い
く
こ
と
を
決

意
し
た
の
で
す
。

　

坂
井　

医
師
免
許
を
と
っ
た

時
は
、
プ
ロ
に
な
っ
て
も
普
段

は
研
修
医
と
し
て
働
い
て
、
あ

い
ま
を
見
て
プ
ロ
活
動
を
す
れ

ば
い
い
か
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
。
し
か
し
、
研
修
医
は
朝
の

７
時
か
ら
夜
の
12
時
ま
で
働
き

ず
く
め
で
、
30
時
間
連
続
勤
務

も
あ
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し

た
ん
で
す
。
考
え
が
甘
か
っ
た

わ
け
で
す
。

　

森
下　

研
修
医
の
労
働
環
境

は
、
現
在
も
過
労
死
が
出
る
な

ど
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

坂
井　

改
善
し
な
い
と
い
け

な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
あ
る
日
の
朝
７
時
、
病

院
に
い
る
は
ず
の
秀
至
が
急
に

三
田
市
の
自
宅
に
戻
っ
て
き
た

ん
で
す
。「
医
師
免
許
を
と
る

ま
で
医
学
の
勉

強
で
囲
碁
に
専

念
で
き
な
か
っ

た
。
一
度
、
棋

力
の
限
界
を
知

る
ま
で
囲
碁
に

打
ち
込
み
た

い
」
と
。
び
っ

く
り
し
ま
し
た

が
、
ま
ぁ
、
こ

れ
も
人
生
か
と

思
っ
て
。
私
か

ら
も
、
秀
至
が

入
局
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
い

た
京
都
大
学
産

婦
人
科
の
主
任

教
授
に
お
詫
び

の
手
紙
を
書
き

ま
し
た
。
教
授

も
、
秀
至
が
研

修
医
に
な
る
と

き
「
ホ
ン
マ
に
囲
碁
を
捨
て
て

い
い
の
か
」
と
思
っ
て
ら
っ
し

ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
。

碁
聖
戦
第
４
局
、

か
ど
番
か
ら
逆
転

　

森
下　

28
歳
で
プ
ロ
入
り
し

て
か
ら
９
年
、
つ
い
に
念
願
の

初
タ
イ
ト
ル
。
こ
れ
ま
で
の
道

の
り
は
苦
労
や
努
力
の
連
続
だ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

　

碁
聖　

プ
ロ
入
り
後
は
基
本

的
に
碁
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考

え
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
勝

つ
た
め
に
は
体
力
も
必
要
な
の

で
、
毎
日
５
キ
ロ
、
武
庫
川
沿

い
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
大
事
な
対
局
で

の
勝
率
は
非
常
に
悪
か
っ
た
の

で
、
苦
労
の
連
続
で
し
た
ね
。

　

森
下　

今
回
の
張
栩
プ
ロ
と

の
碁
聖
戦
も
大
変
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
す
か
。

　

碁
聖　

そ
う
で
す
ね
。
７
月

20
日
の
第
３
局
に
敗
れ
、
１
勝

２
敗
で
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

か
ど
番
で
迎
え
た
８
月
19
日
の

第
４
局
ま
で
約
１
カ
月
と
、
少

し
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
間
に
作
戦
の
練
り
直

し
を
し
て
、
気
持
ち
的
に
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で

き
、
お
か
げ
で
第
４
局
、
第
５

局
と
も
比
較
的
納
得
の
い
く
内

容
の
対
局
が
で
き
た
ん
で
す
。

　

森
下　

坂
井
先
生
と
坂
井
プ

ロ
、
互
い
の
印
象
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

坂
井　

秀
至
は
、
仕
事
で
出

か
け
る
時
以
外
は
ほ
と
ん
ど
碁

の
勉
強
に
費
や
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
辛
抱
強
く
、
家
族
思
い

で
温
厚
な
性
格
だ
と
思
い
ま
す

よ
。

　

碁
聖　

父
は
産
婦
人
科
医
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
が
子
ど

も
の
と
き
か
ら
仕
事
で
毎
日
忙

し
く
、
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
印
象
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
囲
碁
を
は

じ
め
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く

れ
た
〝
恩
師
〞
で
も
あ
り
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

森
下　

本
日
は
お
忙
し
い
と

こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
下　

こ
の
た
び
は
碁
聖
タ

イ
ト
ル
獲
得
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

坂
井
秀
至
新
碁
聖
（
以
下
、

碁
聖
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
た
結
果
で
す
の
で
、
感
謝
の

坂
井
新
碁
聖
と
父
・
孝
至
先
生
を

森
下
順
彦
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

三
田
市
出
身
で
医
師
免
許
を

持
つ
囲
碁
プ
ロ
の
坂
井
秀
至

（
ひ
で
ゆ
き
）
さ
ん（
37
歳
）

が
、
第
35
期
碁
聖
戦
で
張
栩

（
ち
ょ
う
う
）
碁
聖
を
３
勝
２

敗
で
破
り
、
初
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
し
た
。
坂
井
新
碁
聖
と
、
父

親
の
坂
井
孝
至
（
た
か
ゆ
き
）

先
生
（
三
田
市
・
坂
井
産
婦
人

科
、
協
会
会
員
）
に
、
保
険
医

協
会
の
北
摂
・
丹
波
支
部
長
で

関
西
棋
院
三
田
市
支
部
長
で
も

あ
る
森
下
順
彦
理
事
が
お
話
を

伺
っ
た
。

碁聖……囲碁界７大タイトルの一つ。トー
ナメント戦優勝者がタイトル保持者に手合
五番で挑戦する。７大タイトルは他に、棋
聖、名人、本因坊、十段、王座、天元がある。

（
写
真
左
か
ら
）
森
下
順
彦
理
事
、
坂
井
秀
至
新
碁
聖
、
父
親
の
孝
至
先
生
、
母
親

の
寿
子
さ
ん
。
タ
イ
ト
ル
獲
得
に
「
親
の
私
た
ち
も
驚
い
て
い
ま
す
」（
寿
子
さ
ん
）

プ
ロ
棋
士
に
な
ろ
う
か 

お
医
者
さ
ん
か―

。「
天
才
少

年
」
と
報
じ
ら
れ
た
小
５
の
頃
。
37
歳
の
新
碁
聖
は
、

今
も
高
み
を
め
ざ
し
続
け
る
（
写
真
は
「
サ
ン
デ
ー
毎

日
」
１
９
８
４
年
７
月
22
日
号
、
孝
至
先
生
提
供
）

協会の「休業保障制度」にご加入いただけ
ない方や、上乗せ補償をご希望の方へ。

うつ病等の精神障害、認知症による就業不能
も補償／入院による就業不能は１日目から補
償／自宅療養（５日目から補償）、代診もＯＫ／
連続休業は最長２年補償／再発の場合も含め
て通算1000日まで補償／地震などの天災によ
るケガも補償／協会「休業保障制度」や医療保
険、公的保険の給付に関係なくお支払い

他の医賠責保険にご加入でない先生方へ。

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

自在性が魅力 !　急な出費にも１口単位で
解約可能／払込が困難なときは掛金中断、
余裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

昨年度配当は５０％、　過去１６年連続配当！
■ 団体保険だから断然安い保険料　　　
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ ライフプランに合わせていつでも増額･減額できます
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障

＜毎月10日締切＞
（翌々月１日発足）

グループ保険グループ保険

医師賠償責任保険 医師賠償責任保険 

所得補償保険所得補償保険 保険医年金保険医年金

医師かかららプロ囲碁棋士へへ
三田市三田市
出　身出　身坂井秀至坂井秀至ささ

んがが新碁聖新碁聖にに
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ジェネリック医薬品が推進されるジェネリック医薬品が推進される
中での薬剤師の役割中での薬剤師の役割

薬科部研究会薬科部研究会

日　時　10月２日（土）16時～18時
会　場　県私学会館４階ホール
講　師　 医薬情報研究所／㈱エス・アイ・

シー医薬情報部門責任者
　　　　堀　美智子先生
定　員　300人（事前申込順）

お問い合わせは、お問い合わせは、
　☎　☎078078－－393393－－18171817石本、山田まで石本、山田まで

感

想

文

スタッフへの
感謝あらわして

神戸支部  会員懇談会神戸支部  会員懇談会
　

現
在
、
私
は
整
形
外
科
を
開

業
し
て
約
10
カ
月
に
な
り
ま

す
。
開
院
当
初
は
、
次

々
に
分
か
ら
な
い
こ
と

が
出
て
来
て
右
も
左
も

分
か
ら
ず
に
目
の
前
に

あ
る
、
た
ま
っ
た
仕
事

を
こ
な
す
の
が
精
一
杯

と
い
う
状
態
で
し
た
。

半
年
ほ
ど
経
過
し
、
人

を
雇
用
し
上
手
に
働
い

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

が
い
か
に
難
し
く
大
変

で
あ
る
か
を
痛
感
す
る

こ
と
が
何
度
か
あ
り
、

こ
の
た
び
、
嶺
山
先
生

の
講
演
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

労
務
管
理
と
い
う
と
ス
タ
ッ

フ
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時

に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
と
か
、

給
与
の
支
払
い
方
、
解
雇
時
の

手
段
や
手
続
き
の
方
法
な
ど
法

的
に
問
題
が
な
い
か
な
ど
、
と

か
く
事
務
的
な
手
段
が
気
に
な

り
ま
す
。
就
業
規
則
の
作
成
、

賃
金
決
定
基
準
、
労
働
契
約
書

の
内
容
等
、
詳
し
く
講
演
し
て

い
た
だ
き
非
常
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　

た
だ
今
回
、
私
に
と
っ
て
一

番
重
要
で
あ
る
と
思
っ
た
の

は
、
ス
タ
ッ
フ
を
褒
め
る
・
叱

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
嶺
山
先

生
は
自
分
が
気
が
つ
い
た
ら
す

ぐ
に
具
体
的
な
内
容
で
よ
か
っ 労務管理のポイントを学んだ

た
点
を
褒
め
て
、
し
て
ほ
し
い

課
題
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

日
々
忙
し
い
中
で
、
ス
タ
ッ

フ
の
し
て
い
る
事
は
仕
事
だ
か

ら
当
た
り
前
と
い
う
ふ
う
に
な

り
が
ち
で
、
な
か
な
か
褒
め
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
気
を
利
か

し
て
し
て
く
れ
た
事
に
対
し
て

敏
感
に
察
知
し
て
感
謝
し
、
自

分
の
し
て
ほ
し
い
事
も
伝
え
る

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
そ
が
、
労
務
管
理
に
お
い
て

最
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

法
的
な
知
識
や
理
論
で
武
装

す
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
良
い
仕
事
場
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
嶺

山
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

【
中
央
区　

大
森　

治
】

　

神
戸
支
部
は
９
月
５
日
、
協

会
会
議
室
で
会
員
懇
談
会
「
後

悔
し
な
い
雇
用
管
理
〜
ス
タ
ッ

フ
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

を
開
催
し
た
。
社
会
保
険
労
務

士
の
嶺
山
洋
子
氏
が
講
演
し
、

18
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

「
県
立
塚
口
病
院
の
充
実
と

尼
崎
市
及
び
阪
神
地
域
の
医
療

を
考
え
る
会
」（
県
塚
の
会
、

代
表
・
畠
中
正
昭
協
会
評
議

員
）
は
９
月
９
日
、
県
に
対
し

県
立
尼
崎
病
院
と
塚
口
病
院
の

統
合
再
編
に
関
す
る
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
同
会
副
代
表
の
綿

谷
茂
樹
協
会
理
事
が
参
加
し

た
。
県
側
は
、
前
田
盛
病
院
事

業
管
理
者
、
山
本
病
院
局
長
ら

が
対
応
し
た
。

　

県
は
、
新
病
院
建
設
を
柱
と

し
た
「
基
本
構
想
」
を
今
年
２

月
に
決
定
し
、
今
年
度
中
に
新

病
院
の
立
地
場
所
の
選
定
と
基

本
計
画
を
作
成
す
る
と
し
て
い

る
が
、
立
地
場
所
は
い
ま
だ
決

定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

綿
谷
理
事
は
「
塚
口
病
院
が

な
く
な
る
と
完
全
な
医
療
空
白

地
域
が
生
ま
れ
る
。
跡
地
に
は

有
床
の
医
療
機
関
を
必
ず
設
置

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

申
し
入
れ
で
は
、
①
新
病
院

建
設
の
基
本
構
想
の
完
全
実

施
、
②
両
県
立
病
院
の
跡
地
に

県
の
責
任
で
最
低
２
０
０
床
の

医
療
機
関
を
設
置
、
③
塚
口
病

院
の
産
科
医
、
麻
酔
医
な
ど
の

人
員
確
保
な
ど
を
求
め
た
。
ま

た
、
塚
口
病
院
の
常
勤
の
産
科

医
が
10
月
か
ら
３
人
に
な
る
た

め
、
早
急
に
人
員
体
制
を
確
保

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

県
は
「
新
病
院

建
設
に
つ
い
て
は

現
在
基
本
構
想
を

も
と
に
調
整
を
す

す
め
て
い
る
」
と

し
、
塚
口
病
院
の

産
科
医
に
つ
い
て

は
、「
他
の
県
立

病
院
や
大
学
病
院

か
ら
医
師
派
遣
を

受
け
る
な
ど
、
影

響
が
で
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

尼崎の医療体制確保を訴える綿谷理事（左２人目）

　

明
石
支
部
は
９
月
９
日
、
明

石
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
第
27
回
総
会
を
開
催
し

た
。

　

総
会
議
事
に
先
立
っ
て
行
っ

た
市
民
公
開
企
画
で
は
、
協
会

理
事
で
環
境
・
公
害
対
策
部
長

の
森
岡
芳
雄
先
生
が
「
環
境
問

題
で
私
た
ち
が
ま
ず
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
」
と
題
し

講
演
し
た
後
、
映
画
「
不
都
合

な
真
実
」
鑑
賞
会
を
行
っ
た
。

市
民
ら
71
人
が
参
加
し
た
。

　

森
岡
理
事
は
講
演
で
、
長
年

ぜ
ん
そ
く
治
療
に
携
わ
っ
た
経

験
か
ら
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
も

環
境
問
題
や
公
害
問
題
が
あ
る

こ
と
を
解
説
。
ま
た
、「
私
た

ち
の
便
利
な
生
活
が
地
球
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中

国
や
イ
ン
ド
な
ど
経
済
発
展
の

め
ざ
ま
し
い
国
の
国
民
は
、
私

た
ち
の
よ
う
な
生
活
を
し
た
い

と
必
死
だ
。
自
分
た
ち
が
便
利

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
に
、

彼
ら
に
環
境
の
た
め
に
我
慢
し

ろ
と
は
言
え
な
い
」
と
、
経
済

と
環
境
の
関
係
を
分
か
り
や
す

く
明
ら
か
に
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
良
い
映
画

だ
っ
た
。
も
っ
と
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
努
力
を
し
な
い

と
」「
講
演
が
非
常
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
。
映
画
と
あ
わ
せ

て
専
門
家
の
話
を
聞
け
て
よ
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

議
事
で
は
、
09
年

度
の
支
部
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
交
流
を

行
う
と
と
も
に
10
年

度
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
、
文
化
行
事

や
会
員
医
療
機
関
の

税
務
経
営
に
関
す
る

懇
談
会
な
ど
を
、
引

き
続
き
精
力
的
に
開

催
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

子どもの発達障害
関わり方を学習　

北播支部  市民公開講座北播支部  市民公開講座
　

北
播
支
部
は
、
９
月
２
日
に

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
で
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

た
。

　

「
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス―

心
の
ワ
ク
チ
ン
外
来
」
と

題
し
て
、
ユ
ニ
コ
の
森
・
村
上

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
西
宮

市
）
の
村
上
博
先
生
が
講
演
。

医
師
や
養
護
教
諭
、
行
政
職

員
、
保
育
士
な
ど
、
子
ど
も
に

か
か
わ
る
幅
広
い
職
種
か
ら
31

人
が
参
加
し
た
。

　

村
上
先
生
は
、
発
達
障
害
を

め
ぐ
る
最
新
の
知
見
を
紹
介
し

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
の

分
類
や
特
徴
点
、
対
応
の
基
本

を
解
説
し
た
。

　

子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
価
値

観
や
信
念
を
変
え
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

指
摘
。
Ｎ
Ｌ
Ｐ
（
神
経
言
語
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法

を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、

地
域
で
の
対

応
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い

て
問
題
提
起

も
行
っ
た
。

　

フ
ロ
ア
か

ら
も
教
育
現

場
で
の
具
体
的
な
体
験
に
基
づ

く
質
問
が
出
さ
れ
、
熱
心
に
意

見
交
流
が
な
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の

発
達
障
害
に
つ
い
て
整
理
が
で

き
た
」「
学
校
現
場
が
大
変
な

な
か
、
今
後
の
学
習
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
好
評
だ
っ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ

で
の
研
修
会
開
催
へ
の
要
望
も

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
語
る
村
上
先
生

身近なことから
環境問題考える

明石支部  第明石支部  第2727回総会・市民公開企画回総会・市民公開企画

自身の診療経験から環境問題を語る森岡先生

日　時　10月17日（日）10時～17時
会　場　協会会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　審査・減点の現状と対策、
保険診療と保険請求の要点、新規開
業に必要な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ

お問い合わせは、
 ☎078－393－1817まで

新規開業医研究会新規開業医研究会日　時　10月７日（木）18時30分～
会　場　尼崎市中小企業センター
テーマ　 寝たきりを防ぐロコモーショ

ントレーニング
講　師　わたや整形外科　綿谷　茂樹先生

■尼崎支部■医療と福祉を考える会

日　時　10月14日（木）14時～
会　場　小野市伝統産業会館大研修室
テーマ　 信頼関係を築くコミュニケーション能力

の向上～クレームへの対応を中心に
講　師　 大阪樟蔭女子大学短期大学部

松田　幸子氏
参加費　1000円

■北播支部■職員接遇研修会

日　時　10月16日（土）14時30分～
会　場　協会会議室
記念講演　医院のトラブル対策（2010年版）
講　師　大阪府保険医協会事務局次長
　　　　尾内　康彦先生
※終了後、懇親会（無料）

■神戸支部■第31回総会

日　時　10月16日（土）15時15分～
会　場　加古川商工会議所
記念講演　 院内感染対策のポイント
　　　　―外来部門を中心に
講　師　高砂市民病院薬剤師　有本　忍氏
※受講証を発行
※終了後、懇親会（無料）

■加古川・高砂支部■第29回総会

支　部　の　催　物　案　内支　部　の　催　物　案　内

フォーラム　みんなで考える高齢者医療
日　時　10月24日（日）13時30分～17時　会　場　明石市立市民ホール
参加費　無料（要事前申込）
第１部　講演「『がん』と『高齢病』の時代をどう生きるか－病院の医療、在宅の医療－」
　　　　額田　　勲　みどり病院理事長
　　　　大頭　信義　だいとう循環器クリニック院長
第２部　パネルディスカッション「在宅医療はどこまで可能か？　一人暮らしの高齢者の場合など」
主　催　みどり病院　お申し込みは、☎078-928-1700　津田まで

医療空白地域
生まぬように

県塚の会　県に申入れ県塚の会　県に申入れ



２０１０年(平成２２年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６３４号（５）

　診療報酬を電子レセプトで請求してい
る医療機関に対して、９月初旬に支払基
金から「レセプト電算処理システムに係
る傷病名コードの記録について（お願
い）」との文書が送付されています。
　そもそも「傷病名コード（標準病
名）」は、2009年３月に閣議決定された
規制改革推進のための３カ年計画の中
で、オンライン化に合わせてデータ活用

するために推進しようとするものであ
り、レセプト本来の目的である保険請求
に直接関係するものではありません。
　したがって、傷病名コード使用の義
務、使用しないことによるペナルティ等
は一切なく、従来通り通常用いられてい
る傷病名を使用しても何ら差し支えあり
ません。

支払基金からの「傷病名コード使用のお願い」について

〈ヘリコバクター・ピロリ感染の
 診断および治療に関する取扱い〉
Ｑ１　「ヘリコバクター・ピロリ感染の
診断及び治療に関する取扱い」が一部改
定されたが、取扱いに変更があるのか。
Ａ１　６月18日付の厚生労働省保険局医
療課長通知により、次のとおり取扱いが
変更されました（2010年４月改定分も含
む）。
（１）対象患者
　以下に掲げる患者のうち、ヘリコバク
ター・ピロリ感染が疑われる患者に限り
算定することとされました。
①内視鏡検査または造影検査において胃
潰瘍または十二指腸潰瘍の確定診断がな
された患者
②胃MALTリンパ腫の患者
③特発性血小板減少性紫斑病の患者
④早期胃癌に対する内視鏡的治療後の患
者
（２）感染前の感染診断
　６項目の検査法のうち「迅速ウレアー
ゼ試験」および「鏡検法」を同時に実施
した場合、または「抗体測定」「尿素呼
気試験」および「糞便中抗原測定」のい

研究部

保険請求

ずれか二つを同時に実施した場合、それ
ぞれ所定点数を初回実施に限り算定でき
ることとされました。
（３）除菌後の感染診断（除菌判定）
　６項目の検査法のうち「抗体測定」
「尿素呼気試験」および「糞便中抗原測
定」のいずれか二つを同時に実施した場
合、主たる二つの所定点数を初回実施に
限り算定できることとされました。
（４）静菌作用を有する薬剤について
　ランソプラゾールなど静菌作用を有す
る薬剤を投与していた場合は、除菌前お
よび除菌後の感染診断は当該薬剤投与中
止後、２週間以上経過していることとさ
れました（従来は４週間以上）。

〈10月から処方せん様式が変更
 （医科歯科共通）〉
Ｑ２　処方せんの様式が変更されたと聞
いたが、いつから新様式を使用しなけれ
ばならないのか。
Ａ２　今年の４月に「処方せんの記載上
の注意事項」が改定されたことに伴い、
処方せんに、新たに都道府県番号（都道
府県別の２桁の番号）、点数表番号（医
科＝１、歯科＝３）、医療機関コード
（医療機関別の７桁の番号）の記載を加
える様式変更が示されました。
　経過措置により９月30日までは従前の
様式も使用できましたが、10月１日から
は新様式でないと処方せんが発行できな
くなりますので、ご注意ください。

　2009年に発生したインフルエンザパン
デミック（H1N1）2009は、当初想定さ
れていたほど致死率が高くなかったもの
の、世界中で１万８千人以上の死亡者が
WHO（世界保健機関）に報告されてい
るが、実際にはこの数よりも多くの人が
死亡したと考えられている。
　その被害の程度は国によって、さらに
は国の中でも相当に異なることがわかっ
ている。日本では2009年８月から2010年
７月までに確認された死亡者数が202人
となっているが、アメリカでは１万２千
人以上が死亡したと推計されている。国
によってサーベイランスのシステムや死
亡者の報告基準が異な
り、疫学的な特徴や死
亡者数を単純に比較す
ることはできないが、
日本の疫学的な特徴が
被害の程度、特に死亡
者の数に影響を及ぼし
ていた可能性がある。
つまり、日本では流行
規模は大きかったもの
の、感染の大半が小中
学生の年齢層で起こ
り、より重症化あるい
は死亡する可能性の高

い、乳幼児や成人での感染が相対的に少
なかった。これに対して死亡者の多かっ
たアメリカなどでは広い年齢層に感染が
拡大し、その結果として成人層を中心と
して死亡者が多かったという特徴を持っ
ていた。
　これらの疫学的な違いには、おそらく
複合的な要因が絡んでいるものと考えら
れる。今冬以降の流行の動向を見極める
上でも、今後の新型インフルエンザ対策
を考えるためにも今回の日本および世界
での流行の疫学的な解析をさらに進めて
行くことが必要である。
 【押谷　記】

インフルエンザパンデミック（H1N1）2009の
対応への教訓と今後の課題

日　時　10月２日（土）17時～18時45分　 会　場　県農業会館10階
講　師　東北大学大学院医学系研究科微生物分野教授　押谷仁先生
共　催　第一三共株式会社

　

講
演
タ
イ
ト
ル
は
や
や
身
構

え
て
し
ま
う
よ
う
な
印
象
も
あ

り
ま
す
が
、
講
師
の
先
生
の
お

話
は
、
現
政
権
下
で
の
税
制
の

　

協
会
は
８
月
31
日
に
県
学
校

厚
生
会
館
で
、
岡
本
毅
一
税
理

士
を
講
師
に
医
院
経
営
研
究
会

「
税
務
調
査
！　

慌
て
な
い
た

め
に
」
を
開
催
、
17
人
が
参
加

し
た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

変
更
点
や
今

後
２
〜
３
年

の
見
通
し
に

始
ま
り
、
国

税
庁
の
税
務

調
査
の
方
針

や
動
向
、
税

務
調
査
の
実

際
な
ど
で
、

特
に
構
え
て

聞
く
よ
う
な

内
容
で
は
な

く
、
逆
に
知

ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
非

常
に
有
益
で

楽
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

普
段
の
診
療
や
医
院
経
営
を

真
面
目
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に

し
て
い
る
限
り
、
特
に
税
務
調

査
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
が
、
国
税
庁
側

に
立
ち
ま
す
と
、
な
ぜ
か
病
院

・
医
院
は
税
務
調
査
の
重
点
業

種
で
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
点
で

は
、
税
務
調
査
の
実
際
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
医
師
は
、
つ
い
つ
い

医
療
と
い
う
専
門
性
ば
か
り
に

目
が
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
一
般

社
会
常
識
か
ら
外
れ
て
い
く
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
び
の
お
話
は
税
制
と
い
う

一
般
社
会
常
識
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
て
、
非
常
に
有
益
で
し

た
。

　

医
院
経
営
を
し
て
い
る
以

上
、
税
務
調
査
は
避
け
ら
れ
な

い
よ
う
で
す
が
、
今
後
も
研
究

会
に
参
加
し
て
医
療
以
外
の
知

識
・
常
識
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

 

【
垂
水
区　

出
口　

賢
司
】

　

歯
科
部
会
は
８
月
１
日
に
協

会
会
議
室
で
、
歯
科
定
例
研
究

会
「
歯
科
臨
床
に
お
け
る
舌
診

と
漢
方
」
を
開
催
。
九
州
歯
科

大
学
摂
食
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
分
野
教
授
の
柿
木
保

明
先
生
を
講
師
に
70
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
掲

載
す
る
。

　

私
は
今
回
２
回
目
の
研
修
に

な
り
、
舌
診
と
漢
方
が
い
っ
そ

う
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

学
年
が
５
年
間
の
フ
ラ
ン

ス
、
国
試
が
な
い
ベ
ル
ギ
ー
の

歯
科
界
も
激
し
い
変
遷
ぶ
り
が

垣
間
見
え
る
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

歯
科
臨
床
に
お
い
て
も
、
西

洋
医
学
で
は
ど
う
し
て
も
行
き

詰
ま
る
。
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
が

口
腔
内
を
診
る
だ
け
で
な
く
、

東
洋
医
学
の
必
要
性
を
感
じ
、

全
身
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。〝
体
内
を
知
り
た
け

れ
ば
体
外
を
診
療
す
る
。
体
外

を
知
り
た
け
れ
ば
体
内
に
よ
っ

て
知
る
〞
と
、
中
国
医
学
の
教

え
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
舌

の
表
裏
を
望
診
す
る
。
そ
れ

は
、
患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係

の
絆
を
さ
ら
に
強
固
に
築
き
上

げ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

漢
方
は
未
病
を
治
す
（
未
病

と
は
健
康
と
病
気
の
間
）
ま
さ

に
人
間
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
捉
え

て
い
る
最
良
の
治
療
方
法
と
痛

感
す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
臨
床
医
は
次
の
漢

方
、
①
葛
根
湯
②
五
苓
散
③
半

夏
瀉
心
湯
④
十
全
大
補
湯
の
効

能
を
熟
知
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
と

思
う
。

　

た
だ
、
保
険
導
入
を
い
か
に

す
る
か
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
患
者
さ
ん
と

の
関
係
で
は
間
違
い
な
し
と
思

わ
れ
る
。

　

以
下
に
効
能
を
示
す
。

　

①
葛
根
湯―

歯
周
病

　

②
五
苓
散―

歯
痕
、
胖
大
舌

　

③
半
夏
瀉
心
湯―

地
図
状
舌

　

④
十
全
大
補
湯―

平
滑
舌

　

他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
柿
木
先
生
著
『
舌
診
の
す

す
め
』
を
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ

い
。
お
す
す
め
で
す
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

 

　

加
藤　

茂
芳
】17人が参加し好評を得た

九州歯科大学の
柿木先生が講演

歯科定例研究会・舌診と漢方

感

想

文
東洋医学が身近に

医院経営研究会・税務調査医院経営研究会・税務調査

知らない税制
触れられ有益

感

想

文

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合にて制度説明を受けてい
ただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

特
別
研
究
会
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はじめに
　本邦の認知症患者は現在200万人を超
えると推定されており、10年後には300
万人に達すると言われている。認知症は
高齢者に多く見られる疾患で、65歳以上
では７～８％、85歳以上では４人に１人
が認知症であると考えられている。まさ
に認知症は、地域のかかりつけ医にとっ
てcommon diseaseである。
　認知症は、「正常に達した知的機能が
後天的な器質性障害によって低下して、
日常生活や社会生活に支障をきたすよう
になった状態」である。認知症の診断に
は、高次脳機能検査や画像検査なども重
要であるが、それ以前に個々の症例にお
ける日常の生活場面での変調について情
報を得て評価することが必要である。
　「後天的な器質性障害」には、表１に
挙げたような種々の疾患が含まれる。慢
性進行性の神経細胞の脱落・消失をきた
す変性型認知症が全体の70～80％を占め
るが、 一部には治療可能の認知症
（treatable dementia）があることも留
意すべきである。今回は、変性型認知症
の代表的な三つの疾患について、簡単に
解説する。

１、アルツハイマー型認知症（表２）

　一般に側頭葉内側部の記憶中枢である
海馬の障害から始まるため、病初期では
最近の記憶（数分から数日程度の近時記
憶）が思い出せない、新しいことが憶え
られない（記銘力障害）などの症状が見
られる。しだいに日時や場所、周囲の人
物などの認識（見当識）も障害されるよ
うになり、病変が側頭頭頂連合野に広が
るにつれて失語、失行、失認などの高次
脳機能障害がみられるようになる。さら
に前頭葉にも障害が及ぶと、実行機能
（物事を段取り良く行う能力）の障害が
現れ、抑制機能の障害（行為の保続や脱
抑制…）に至る。
　上記の記憶障害や高次脳機能障害など
の認知機能障害は、神経細胞の変性によ
る病状の進行に並行した症状で、従来か
ら中核症状と呼ばれている。一方、環境
や体調、本人の性格などの種々の因子が
影響して生じる精神症状や行動障害（幻
覚、せん妄、暴言・暴力など）は、最近

では認知症に伴う行動・ 心理症状
（BPSD：behavioral and psychological 
symptoms of dementia）と呼ばれるよう
になった。BPSDは本人の苦痛や苦悩に
なるのみならず、介護者の介護負担を増
大させる点からも、その適切な対応（家
族教育、環境調整、ケアの工夫、薬物療
法など）が重視されている。

２、レビー小体型認知症（表３）

　1970年代に日本で初めて発表された認
知症で、その後国際的にも広く認識され
るようになり、最近になって診断のため
のガイドラインが整備されてきた。認知
機能障害の変動が激しいこと、臨場感の
ある生々しい幻視を伴うこと、パーキン
ソン症状を認めることが特徴として知ら
れている。抗精神病薬などの薬剤に対す
る過敏性があるところから、薬物療法は
慎重に行う必要がある。また易転倒性や
一過性の意識消失発作、高度の自律神経
障害、睡眠行動の異常などもあり、ケア
にあたっても注意が必要である。
　最近では中脳の黒質にレビー小体の出
現を認めるパーキンソン病との関連が注
目され、「パーキンソン病」と「認知症
を伴うパーキンソン病」、そして「レビ
ー小体型認知症」は一連の線上にある疾
患と認識されている。

３、前頭側頭型認知症（表４）

　初老期（64歳以下）に発症することが
多く、若年性認知症の原因疾患として重
要である。前頭葉は、物事を計画して実
行する、物事に対する興味や関心を保
つ、反射的・本能的な行動を抑制して理
性的にふるまう、他人の気持ちを推し量
って行動するなどの「物事を考える」働
きをしているため、前頭側頭型認知症で
は特有の精神症状や行動障害が前面に出
やすい。一方、記憶の障害や視空間認知
機能の低下は軽度で、身体の活動性が高
いことが多い。
　本人に病識がなく、本能のままに行動
する傾向（going my way behavior）が
あり、常同行動（特に時刻表的生活パタ
ーン）を阻止されると脱抑制のため短絡
的な暴力行為につながることが多い。一
方で、ひとつの行為を持続することがで
きず（例えば、診察中にも急に部屋を出

て行く：立ち去り行動）、外的刺激に対
し反射的に行動する（例えば、介護者が
首をかしげると無意識に真似をする、同
じ言葉を繰り返す…）ことがみられる。

おわりに
　変性型認知症では、病理学的背景に応
じて各病型の臨床像は異なり、各々の特
徴に応じた対応が重要である。なお、認
知症については代表的なテキスト①、②
以外にも、専門家による分かりやすい解

説書③がある。
文　献
①日本認知症学会編：認知症テキストブ
ック.中外医学社,2008.
②神経内科編集委員会編：認知症診療マ
ニュアル.科学評論社,2010.
③池田学：認知症　専門医が語る診断・
治療・ケア.中公新書（2061），中央公論
社,2010.
（西宮・芦屋支部第24回在宅医療研究会
より）

審査･指導相談日 ●10月14日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで
※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 

認知症の基礎知識

西宮市・つちやま内科クリニック　　土山　雅人先生講演

― アルツハイマー型、レビー小体型、前頭側頭型 ―

　全国医家向け医薬品約18,000品目につい
て、2010年６月までの添付文書情報を詳細
に編集。

●書籍 定価13,650円（本体13,000円）
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日本医薬品集 医療薬 2011年版

表１　認知症をきたす疾患

①変性型認知症
　ⅰ）アルツハイマー型認知症　（認知症患者の50％）
　ⅱ）非アルツハイマー型認知症
　　　レビー小体型認知症　（同　15～20％）
　　　前頭側頭型認知症　（同　５～10％）　…ほか
②脳血管性認知症　（同　15～20％）
③その他　（同　５～10％）
　ⅰ）内科的疾患
　　　甲状腺機能低下症、ビタミンB1欠乏症、脳炎　…ほか
　ⅱ）脳外科的疾患
　　　正常圧水頭症、慢性硬膜下血腫、脳腫瘍　…ほか

表２　アルツハイマー型認知症の特徴

• 記憶障害で発症し、数年の経過で失語、失行、失認などの高次脳
機能障害や実行機能障害が加わる
• 記憶障害を主体とした中核症状の進行に伴い、種々の行動・心理
症状（BPSD）がみられる
• 経過が進むと運動麻痺やパーキンソン症状、痙攣発作などの神経
症状が出現する
• 発症から５年程度で約半数の患者は寝たきりとなる、死亡までの
平均罹病期間は８～10年
• 病変の広がりかた、本人の性格特性・生活習慣、生活環境などに
応じて多様な病像をとる

表３　レビー小体型認知症の特徴

• 男性にやや多い、70～80歳代の高齢者に多い
• 認知機能の低下の速さはアルツハイマー型認知症と同様だが、パ
ーキンソン症状や自律神経障害などの身体症状が進行するため生
存期間は短い
• 初期は一般に記憶障害は軽度のことが多く、注意や実行機能、視
空間機能の障害が目立つ、またうつ状態などの精神症状が前景に
立つこともある
• 認知症の出現する数年前からレム睡眠行動障害（RBD：夢を見て
いるレム睡眠の時期に叫んだり暴れたりする）がみられることが
ある

表４　前頭側頭型認知症の特徴

• 多くは64歳以下に発症し、若年性認知症の原因疾患として重要
• 周囲への配慮がなくなり「身勝手な行動」が目立つようになり、
一定の常同化した行動（時刻表的行動）、食行動の異常（毎日同
じものを食べ続ける、嗜好の変化…）、「万引き」などの犯罪行為
などで気づかれることが少なくない
• 妄想や幻視は通常見られないので、アルツハイマー型認知症やレ
ビー小体型認知症との鑑別点となる
• 病状の進行に伴い自発性が低下し、常同行動や落ち着きのなさは
目立たなくなる

医療機関の定番書籍医療機関の定番書籍
ドラッグスインジャパン！ドラッグスインジャパン！


